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　第 5章では、第 3章および第 4章で哲学的に分析された（知的）徳概念の本性を踏まえて、
そのような徳（人格的特性）はどのようにして教育可能であるかについて、主として徳倫理学
者による徳の教育一般をめぐる議論を参照しながら論じている。第 1節では、徳の教育のベー
スになるのは「習慣づけ」であるという有力な仮説を示した上で、習慣づけには「盲目的な習
慣づけ」と「批判的な習慣づけ」の大きく二種類があることを明らかにしている。さらに、「盲
目的な習慣づけ」だけでは徳は育成されえないが、「盲目的な習慣づけ」が徳の育成において重
要な役割を担っていることも明らかにしている。第 2節では、「批判的な習慣づけ」において鍵
になるのが、「フロネーシス」と呼ばれる知性の働きであることを明らかにしている。その上で、
フロネーシスはフロネーシスを備えた人の個別的状況における有徳な判断や行為をお手本とし
て、そのお手本を模倣する経験を積み重ねていく中で獲得されることを明らかにしている。
　第 6章では、第 5章で理論的に明らかにされた徳の教育一般にあてはまる方法を、知的徳の
教育という個別領域に応用して、知的徳を育成するための方法は具体的にどのようなものであ
りうるかについて論じている。第 1節では、ザグゼブスキが考案した知的徳の育成のための一
般的方法を検討して、知的徳の教育方法に関する理論上の手がかりを得ている。第 2節では、
ベアとバタリーがザグゼブスキの理論を踏まえて開発した知的徳教育のプログラムを検討して、
二人がともに重視する知的徳教育の三つのステップ「知的徳に関するインストラクション」「お
手本の模倣」「実践の反復」のそれぞれについて、具体的にどのような教材やカリキュラムがあ
りうるかを明らかにしている。
　第 7章では、第 6章で明らかにされた知的徳の理論的および実践的な教育方法を踏まえて、
子どもの哲学は理性的な思考者が備えているべき知的徳の育成においても有効な手段であるこ
とについて論じている。第 1節では、探究の共同体の中で「議論が導くところへついていく」
ように進められる理想的な哲学探究の場のあり方を考察することで、そのような場においては、
思考のスキルだけでなく知的に有徳な判断や行為や動機が発揮され、また、それらが要求され
尊重されることを明らかにしている。第 2節では、リップマンのプログラムが「子どもたちが
お互いの行動をお手本にして模倣しあうことで、お手本の効果を高める」「複数の価値が混在・
対立しているような状況における対話を通して、倫理的判断に関するフロネーシスを養う」こ
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とをねらって設計されていることを示した上で、それが知的徳の教育にも応用可能であること
を示している。以上の考察を通して、子どもの哲学は知的徳を育成する有効な手段であるとい
う仮説を提示している。
　第 8章では、第 7章で提示された仮説を検証するために、知的徳の中でも「オープンな心」
という徳目に焦点を絞り、この徳目に対応する臨床心理学上の概念である「開放性」が、子ど
もの哲学の授業の受講を通して受講生の中でどのように変化したかを調査している。第 1節で
は、知的徳「オープンな心」がそもそもどのような本性を有するものであるかについて概念分
析を行い、その結果、「オープンな心」を有している人とは、「（a）異なる認識上の立場に立つ
ことの利点を（b）真剣に受け止めるために、（c）初期状態（デフォルト）の認識上の立場を乗
り越える（d）意志を持ち、かつ（一定の限界内で）それができる人」であることを明らかにし
ている。第 2節では、この概念内容の少なくとも一部を含む心理学上の概念「開放性」を用い
た心理学上の調査（開放性調査）の概要を述べ、その結果、子どもの哲学の授業を 2年間実施
したときには、受講生の「開放性」が高まったこと、および、受講生の「開放性」の低減を抑
制したことを明らかにしている。「開放性」の概念は「オープンな心」の概念よりも狭いため、
この調査結果から直ちに「子どもの哲学が知的徳を発達させた」という結論は導けないが、子
どもの哲学が「異なる認識上の立場に立つことに何らかの利点があると考える」傾向性や、「初
期状態の認識上の立場を乗り越えようと意志する」傾向性が育むことは確かめることができた
ため、子どもの哲学は知的徳を育成する有効な手段であるという仮説が、少なくとも部分的に
は検証されたことを明らかにしている。
　第 9章では、ここまでに得られた結論を踏まえた上で、子どもの哲学は知的徳の育成をその
教育目的の中に明示的に含めるべきである、と主張している。第 1節では、子どもの哲学が、
哲学対話を用いた思考力教育であると同時に、学校および社会全体を探究主導的なあり方に変
革することをねらいとした教育改革・社会変革運動でもあることに立ち戻り、そのような変革
が「知識を求める動機」に基づいた「問う」「問い直す」という営みに基づいて可能になること
を明らかにすることで、子どもの哲学の理念である「理性的思考者の教育」には知的徳の育成
も含まれていなければならないと論じている。第 2節では、コーハンとフレイレの議論を参照
して、「問う」「問い直す」営みがどのようにして社会を変革させ、そのような変革の主体とな
る理性的な思考者を作り出すのかを明らかにしている。第 3節では、「問う」「問い直す」営み
が教育そのものに向けられたときに、子どもの哲学は、教育を通して現状の教育のあり方その
ものを問い直す批判教育学的な教育実践になりうる可能性を示している。第 4節では、こうし
た「問う」「問い直す」営みが知的徳に基づくものであることを再度確認しつつ、そうした徳を
「教える」ことでその徳自体を「問い直す」ことができなくなってしまうというパラドキシカル
な状況を示すことによって、知的徳の育成を子どもの哲学の教育目標に加えるべきであるとい
う本論文の主張に対するさらなる課題を明らかにしている。
